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要旨 

高齢者や障がい者にとって都心の観光施設や宿泊施

設は設備やインフラが整備されているが、アウトドア

観光地の場合、アクセスや観光地についてからのイン

フラが整備されておらず、十分に楽しめないなどの課

題は多い。山口県は、自然資源が豊富で多くのアウト

ドア観光地があるが、高齢者や障がい者にとって十分

な設備が整っているとはいえない。本研究では、Mine

秋吉台ジオパークを中心にアウトドア観光におけるユ

ニバーサルな取り組みについて考える。高齢者や障が

い者対応の先進事例である、富士見高原リゾートや霧

島ジオパーク・ユニバーサルデザインフォーラムでの

取り組みの紹介を交えた実践報告からアウトドア観光

地でのユニバーサルマーケティングについて考えてい

く。 

 

1．Mine秋吉台ジオパークとユニバーサルツーリズム 

平成 2015 年 9 月 4 日に美祢市全域が「Mine 秋吉台

ジオパーク」として日本ジオパークに登録された。2024

年 10 月 9 日時点で、日本ジオパークに 47 地域が登録

されており、そのうち 10 地域が国連教育科学文化機関

（ユネスコ）世界ジオパークに登録されている。Mine

秋吉台ジオパークは、2020年の「白山手取川」(石川県)

以来11カ所目となる世界ジオパークへの認定を目指し

ており、2024 年 10 月 9 日には、日本ジオパーク委員会

が Mine 秋吉台ジオパークの海洋プレートによって運

ばれてきた石灰岩体が、約 8000 万年分の浅海の環境変

化を連続的に記録しており世界的に貴重であるという

理由などから、Mine 秋吉台ジオパーク地域をユネスコ

世界ジオパークに推薦することを決定している。早け

れば 2026 年春にユネスコが認定の可否を正式に決定

する見通しである。 

「Mine 秋吉台ジオパーク」でのユニバーサル対応の

サービスとしては、①車いすの無料貸し出し、②ホー

ムページ上でのマップの提供、③多目的トイレ（身体

障がい者用トイレ、乳幼児用トイレ、オストメイト対

応）、④各種割引（障がい者手帳割引、訪日外国人旅行

者割引）を導入している。 

  

 

2．研究の背景：観光庁事業「SDGsによる山口県で

のスポーツツーリズム」事業のレビューとユニバーサ

ルツーリズム 

研究チームによるユニバーサルツーリズムの取り組

みのきっかけとなったのは、2020 年から 2 年間、国

土交通省観光庁の中核人材育成講座に採択され、「山

口県の SDGsによるスポーツ観光講座」を開講したこ

とである。講座の目的は、①山口県内外や海外のスポ

ーツ観光の成功事例を紹介しレビューする、②SDGs

の視点から山口県内の自然資源、スポーツ資源を再考

する、③アイデアを実現するための異業種間でのネッ

トワークの構築であった。受講生は県内を中心に、自
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治体観光担当者、DMO、旅行業、宿泊業、金融機

関、地域おこし協力隊、スポーツインストラクターな

ど、スポーツ観光に携わる多くのステークホルダーで

あった。1 年目の 2020 年の講座は山口大学だけでな

く、長門市、萩市や周防大島でも開催した。受講生に

対して実施した SDGsに関する調査によれば、講座を

通して意識された SDGs項目は SDGs⑧「働きがいと

経済成長」 SDGs⑪「住み続けられるまちづくり」 

SDGs⑰「パートナーシップ目標を達成しよう」であ

り、本研究に関わる SDGs⑩「人や国の不平等をなく

そう」や SDGs⑯「平和と公正とすべての人に」な

ど、格差に対する意識は低い値となった（西尾、橋

本、木寺、鳴尾、2022）。 

2 年目の講座では、1 年目のレビューをふまえて秋

吉台を中心にユニバーサル対応に関する内容の講座を

企画し、実践も含めた講習会や展示会などを実施し

た。内容は、①座学の講座とアウトドア車いすの講習

会、②秋吉台、秋芳洞での実践、③「スポーツフィー

ルドやまぐちフェスティバル」での展示などであっ

た。 

講座修了後のレビューでは、SDGs⑩「人や国の不平

等をなくそう」や SDGs⑯「平和と公正とすべての人

に」など格差に関しては大幅な意識の改善が見られ

た。講座の受講により参加者の格差に対する是正の意

識が高まったといえよう。 

しかしながら、アウトドア観光地においての高齢

者、障がい者の利用に関しては、課題は山積である。

講座で紹介したHippoCampに関しては、機材の購

入、ライセンス講習会の実施や複数の補助要員の確保

など導入へのハードルは低くない。全国のアウトドア

観光地でのユニバーサル対応を進めるためには、それ

ぞれのジオパークが持つ課題を整理し、それへの対応

を考慮しながらデザインする必要がある。 

そこで本実践報告では、①全国ジオパークネットワ

ークでの調査、②ユニバーサルデザインの先進事例で

ある富士見高原リゾートでの利用者調査、③ジオパー

ク全国大会「ユニバーサルデザイン分科会」での議論、

④学生のユニバーサルツーリズムの取り組み、⑤霧島

ジオパークで企画した車いすイベント（電動車いすと

車いす補助器具である JINRIKI の実装）を紹介しつつ、

アウトドア観光地におけるユニバーサル施策の導入に

ついて考えていく。 

 

3.1. ジオパークネットワークでのアンケート調査 

全国ジオパークネットワークに加盟する地域（46 地

域）・加盟を希望する地域（９地域）におけるユニバー

サル対応の現状を把握するために、2023 年 9 月から 12

月にかけてアンケート調査を実施した。調査は、日本

ジオパークネットワークのユニバーサルデザインワー

キンググループの協力によって実施された。 

質問項目は、「健常者」の対応に対しては、外国人、

幼児連れファミリー、妊婦、高齢者、そして「障がい者」

への対応としては、障がい者全体、肢体不自由者、聴覚

障がい者、視覚障がい者、精神障がい者と内部障がい

者への対応を 7 段階尺度で聞いた。さらに「補助具サ

ポート」「人的サポート」「マーケティング対応」「モデ

ルコースの設置状況」「不足している対応」および「ユ

ニバーサルデザインのアイデア」の各項目について聞

いた。 

調査の結果37地域（回答率67.2％）から回答を得た。

対応レベルに ついて は、外国人へ の対応

（M=3.78:SD=.82）、家族連れへの対応（M＝4.08：SD

＝.89）はおおむねよくできている。健常者への対応で

は、妊婦への対応（M＝3.22：SD＝1.11）を除き、対応

ができているという回答が優性であった。障がい者へ

の対応では、肢体不自由者（M＝3.53：SD＝1.00）や聴

覚障がい者への対応（M＝3.08：SD＝1.08）は比較的進

んでいると言えるが、視覚障がい者（M＝2.69：SD＝

1.04）や精神障がい者、知的障がい者、内部障がい者（M

＝2.84：SD＝1.07）については対応できてないという回

答が多かった。 

「補助器具」に関して、ほとんどのパークで車いす

を準備しているが、アウトドア用車いす「JINRIKI」は

２カ所（霧島ジオパーク、洞爺湖有珠山ユネスコ世界

ジオパーク）、介助用ベッドは１カ所（桜島・錦江湾ジ

オパーク）と限られたパークでしか対応していなかっ

た。 

「人的対応」に関しては、多言語対応できる日本人

スタッフやアプリを活用した外国人対応は進んでいる

が、障がい者対応については「車いす対応の福祉タク

シー事業者のガイド（霧島ジオパーク・ユニバーサル

デザインフォーラム）」や「JINRIKI 対応などのユニバ

ーサルデザイン講習会（洞爺湖有珠山ユネスコ世界ジ

オパーク）」などに限られており、全体としては十分で

はないという結果になった。障がい者に対しては、特

別支援学校の修学旅行や事前リクエストがある訪問に

関しては対応ができているが、急な場合は人的対応が

難しいのが現状である。 

高齢者や障がい者向けの「モデルコース」に関して

は、車いすを想定したコースが設置されている（糸魚

川ユネスコ世界ジオパーク、霧島ジオパーク、Mine 秋

吉台ジオパーク）ところもあるが、設置しているパー

クは少数である（山口 2022；山口 2023）。しかしなが

ら、ビジターセンター館内での視覚障がい者向け石の

触察やワークショップの実施（筑波山地域ジオパーク）、

移動困難者向け VR の整備（栗駒山麓ジオパーク、男
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鹿半島大潟ジオパーク、霧島ジオパーク）など、独自の

工夫をしている地域もある。 

多くのジオパークが、外国人向け対応はできている

が「マーケティング」活動としての情報の発信はでき

ていないというのが現状である。現状としては課題は

多いものの、ほとんどのジオパークが、車いすをはじ

めとする高齢者、障がい者への対応に対する高い問題

意識を持っているということも明らかになった。 

 

3.2富士見高原で来場者への調査と議論 

 ジオパークの全国アンケート調査からは、受け入れ

側の課題が浮かび上がった。つぎに、アウトドア観光

地に来る高齢者および障がい者に必要な情報を把握す

るために、アウトドア観光でのユニバーサル対応の先

進事例である長野県の富士見高原リゾートに協力を依

頼して、2024年 6 月から 7月にかけて利用者（介助者

および同伴者）に対してアンケート調査を実施した（富

士見高原リゾート、2024）。来場者に対して「アウトド

ア観光のフィールドであるジオパークや国立公園など

の自然公園ではどのような事前の情報提供があれば助

かりますか？」という質問をし、必要と考えられる項

目を選んでもらった（選択項目：バリアフリートイレ、

段差や路面、活動、サポート内容、貸し出し機器の状

況、動画、飲食店）。また、その他自由に必要なことに

ついて回答してもらった。 

アンケートの結果 20 人（障がい別では、肢体障がい

15 人、精神・知的・発達障がい 9 人、内部障がい 4 人：

4 名は重複）から回答を得ることができた。必要な情報

としては、トイレ（19 人）、段差（18 人）、職員やスタ

ッフのサポート（17 人）、飲食店（16 人）、休憩所の状

況、障がいに対応できるガイド、自然公園へのアクセ

ス（12 人）、紹介動画（9 人）、貸し出し機材（9 人）で

あった。その他自由回答としては、「地図による情報（ト

イレ、路面段差、飲食店カフェ）」、「ソフト面（職員の

サポートや障がいに対応できるガイド）」と「公共交通

機関のアクセス」、「施設内に横になれるスペースがあ

るか」などがあげられた。 

アンケート実施後、現地を訪問して、ユニバーサル

対応の担当者（日本各地のアウトドア環境のユニバー

サル対応について詳しい）に対して結果報告を行い、

ジオパークや自然公園へのユニバーサル施策の導入に

ついて意見をうかがった。まず、現在のジオパークや

自然公園のビジターセンターはバリアフリーに対応し、

多目的トイレなども設置されているため、アウトドア

観光の起点になる可能性は高いという指摘がなされた。

一方、ビジターセンターに車いすが設置されているケ

ースも多いが、「車いすで回れるコース」などの情報の

発信が十分ではないという。比較的安価な補助器具の

JINRIKI などを導入するとともに、「サポートがあれば

車いすで楽しめる」といったカテゴリーのコース概念

をつくり発信することで、ビジターセンター周辺の「既

存の道路や施設がユニバーサル対応のコースとして利

用可能」であることを障がい者や高齢者に可視化でき

ると指摘された。具体的には、「モデルコースとして、

多目的トイレ、飲食店などがあるビジターセンターか

ら近距離の周遊コースを設定し、情報発信する」とい

う提案がなされた。合わせて、砂利の有無や斜度の情

報の提示、コースの長さは 1 時間以内で回れること

（500m から 1000m）を目安にするとよい、車いすで利

用するコースは 80cm の幅を確保する必要があること

などが提案された。 

富士見高原では、自動運転で高齢者や障がい者もスト

レスなく標高の高いエリアまで登ることを可能とする

「天空カート」や「創造の森」に設定されているユニバ

ーサル対応のコースを体験した。「創造の森」には多目

的トイレや車いす利用者も使いやすい野外のベンチテ

ーブルなどが設置されており、標高 1400ｍからの絶景

や森の中に配置された彫刻などを誰もが楽しめるよう

に配慮がなされていた。 

 

 

3.3. ジオパーク全国大会の分科会での議論 

2023 年 8 月 30 日から 9 月 1日第 14 回日本ジオパー

ク全国大会が青森県むつ市（下北ジオパークの所在地）

で開催された。日本ジオパーク全国大会は、「ジオパー

クプログラムの理念と取り組みを広く周知するととも

に、各ジオパーク地域相互の情報・意見交換を通し、よ

り一層の発展と向上につなげること」を目的として開

催されている（日本ジオパーク、2024）。 

 

 

写真：天空カート（筆者撮影） 

写真：天空カート（筆者撮影） 
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今回の大会では、学術的発表に加え、ジオパーク発

展のために 14 の分科会での報告がなされた。われわれ

の研究チームは、ユニバーサルデザインワーキンググ

ループが主催する「ユニバーサルデザインがつなげる

多様な人と台地とその心地よい未来」というセッショ

ンに参加した。 

この分科会セッションでは、座長で兵庫県立大学・

山陰ジオパークの松原典孝氏や霧島ジオパークユニバ

ーサルデザインフォーラムの西島昭治氏を中心に、ユ

ニバーサルツーリズムに関心のあるつくば、三笠、南

紀熊野、伊豆大島、三陸、栗駒山麓、八峰白神の各ジオ

パークのスタッフやガイドが参加して行われた。 

われわれ（脇田、西尾、岡本）からは、運営サイドの

ジオパークネットワーク（供給側）への調査と富士見

高原での利用者（需要側）の調査の結果について報告

し、ビジターセンター周辺の既存の道路や施設を活用

した「1 パーク 1 コースキャンペーン」の提案をして参

加メンバーと議論した。特別な施設や専門人員の育成・

配置にかかるコストはユニバーサル対応の障壁となる

が、既にあるビジターセンター周りの道路や木道、舗

装された散策コースなどの見直し（砂利など路面の状

況、斜度、道幅のチェック）とユニバーサル対応コース

への設定およびウェブサイトへの掲載などは比較的取

り組みやすいとの認識は共有され、それらのコース情

報の集約をジオパークネットワークで実施する具体的

な方法についても議論がなされた。 

分科会の後半には、石灰岩の触察体験のワークショ

ップや JINRIKI の運用講習も実施された。 

 

3.4. 学生による秋吉台のユニバーサルデザインに向け

た取り組み 

研究チームでは、美祢市およびMine 秋吉台ジオパー

クの協力を得て学生も秋吉台でのユニバーサルデザイ

ンに関してともに考える機会を設けた。山口大学西尾

ゼミでは、秋吉台を事例としたアウトドア観光のユニ

バーサル対応について調査を実施し、現状の課題をク

リアするための具体的な施策について考えることを課

題として取り組み、10 月に行われた、スポーツ産業学

会主催・スポーツ庁後援の「日本スポーツ政策会議

（Sport Policy for Japan：SPJ）」で報告した。 

 秋の大会前の 8 月には、西尾ゼミと岡本ゼミが研究

交流を行い、脇田氏のガイドと講義を含めた景清洞で

の車いす体験、秋吉台科学博物館の講義室で研究発表

会を実施し、提言案の内容について議論を行った。 

  

  

西尾ゼミの学生による提言は,SPJ の審査員からも評

価され、「共助マニュアル」を担当した学生チームが「優

秀賞」を受賞した。 

 

3.5 秋吉台ジオフェス 2024での実践 

2024 年 11 月 4 日（祝日）Mine秋吉台ジオパークで

実施された「ジオフェス 2024 秋祭り」で学生のアイ

デアの展示および、JINRIKI の講習会を行った。 

 

写真：秋吉台・秋芳洞での一橋大学とのセッション（筆者撮影） 

写真：秋吉台での JINRIKIの講習会（筆者撮影） 
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講習会では、霧島ジオパーク・デザインフォーラム

の西島氏、川原氏が鹿児島から講師として来場し、

JINRIKI の実演講習会を実施した。秋吉台台上の草原

では、カルスター（ビジターセンターの名称）から眺

望のいい若竹山までの間には、段差の存在が何カ所か 

あり、さらに路上が砂利で覆われているため通常の車

いすでは移動ができない。 

しかしながら、補助器具の JINRIKI を使うことで、

足が不自由な高齢者や肢体障がい者が自然を楽しむこ

とが可能となった。 

 

また学生が提案した共助マニュアルとヘルプマーク

に関しては、配布方法、デザインなど多くのフィード

バックを来場者からいただいた。また地元 TV局から

の取材を受け、関心の高さが伺えた。 

 

3.6 霧島ジオパークでの電動車いすの実践イベント 

霧島ジオパークでは、2015年に全国大会を開催して

霧島ジオパーク・ユニバーサルデザインフォーラムが

結成され、現在まで活動をしている。2024 年 10 月に

JINRIKIを使ったパイロットセッションを行い、現地の

ガイド、市会議員、ジオパーク担当者とで約１km の車

いすが通れるコースを体験して意見交換をした。そこ

で全国の観光施設に導入をはじめている電動車いすと

JINRIKIで運営者、利用者双方から広く意見を聞くため

に 12 月に実証実験を行うことになった。 

12 月 16 日（月曜日）「霧島ジオパークにおける車い

すを使ったツーリズムを考える研修会」を実施した。

電動車いすのフォーラムを実施した。当日は、電動車

いすWHILL の担当者、販売店である宮崎トヨタ、をは

じめＮＨＫ宮崎放送局も来場し、ユニバーサルツーリ

ズムの関係者 24 名（行政関係者 8 名、観光事業者 10

名、施設管理者 3 名、国立公園管理者 3 名）が参加し

た。 

電動車いす（近距離モビリティ）と車いす補助器具

（JINRIKI）の紹介および操作方法の説明の後、約 1 時

間参加者がコースを体験した。通行可能な道路は通常

車いすと同じく舗装道路であるが、芝の上なども通行 

 

が可能であった。 

実地研修終了後は、会議室で参加者がユニバーサル

ツーリズム（ユニバーサルデザイン）について議論し

た。議論を通じて明らかになった課題としては、導入

するための価格、補助金や観光利用者への料金設定、

リスク管理などがある。また、参加したほぼ全員が、電

動車いすや JINRIKI の必要性を感じたことも判明した。 

 

4.今後の展望とまとめ 

上記の取り組みから、受け入れサイドと利用者サイ

ドの課題が明らかになった。 

今後ジオパークで「1 パーク 1 コースキャンペーン」

を展開していくために次の三点が必要な設定となる。

第一は、ベースになるビジターセンターにおいて隣接

した駐車場が存在し、多目的トイレ（オストメイト対

応）が設置されていることが条件となる（必要施設）。 

写真：学生プロジェクトの実践（筆者撮影） 

写真：電動車いすの実践イベントと意見交換会（筆者撮影） 
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第二には、ビジターセンターから安心して戻ってく

ることができるコースの設定である。めどとしては、 

1 時間以内のコース設定である（時間の制約）。 

第三は、コースを利用者のカテゴリーによっていく

つかのパターンに分けることである（カテゴリー）。 

集約するといかのようにカテゴリーで分類できる。 

①車いすなどの補助器具なしで高齢者同士が周遊でき

るコース（パターン１）。 

②通常の車いすで介助をして周遊できるコース（パタ

ーン２）である。 

これらに加えて、電動車いす、JINRIKI、ビーチ車いす、

Hippo Campe（水陸両用車いす）を使用して行くコース

である。 

 アウトドア環境におけるユニバーサルデザインの情

報を提供できるように今後取り組んでいきたい。 
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